
　
１
月
９
日
、
令
和
４
年
積
丹
町
成
人
式
が
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、
華
や
か
な
振

り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
22
人（
出
席
19
人
）

の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
は
、
家
族
や
来
賓
に
拍
手
で
迎
え
ら

れ
な
が
ら
入
場
し
、
一
人
ひ
と
り
の
紹
介
の

後
、
十
河
教
育
長
の
式
辞
、
松
井
町
長
と
岩
本

議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
ま

し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
越
前
元も

と

き喜
さ
ん
（
美
国

町
）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
嶋
田
楓か

え
でさ

ん
（
美

国
町
）
と
竹
谷
由ゆ

い唯
さ
ん
（
美
国
町
）
が
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く

中
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
温
か
く
育

み
、
支
え
て
く
れ
た
両
親
や
家
族
を
は
じ
め
、

と
も
に
歩
ん
で
き
た
友
人
、
ご
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
先
生
方
や
地
域
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
の
お
陰
で

あ
る
こ
と
を
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
成
人
と

し
て
、
い
ま
一
度
自
己
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
担
う
、社
会
人
の
一
人
と
し
て
、

責
任
と
義
務
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。」
と
力

強
く
新
成
人
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
は
、町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会（
魚

屋
友
子
会
長
）
か
ら
手
づ
く
り
の
「
赤
飯
」
が
、

陶
芸
サ
ー
ク
ル
（
土
井
知
子
会
長
）
か
ら
は
「
一

輪
挿
し
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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　長年にわたり、消防団員として精励された方々の功績に、北

海道知事や北海道消防協会などから表彰状が伝達されました。

地域防災の重責を担う「郷土が誇る消防団」の更なる活躍を期

待しています。　※ ( ) は団員の住所地を記載しています。

～消防団員の功績を称えて～～消防団員の功績を称えて～

北海道知事等北海道知事等からから表彰状伝達表彰状伝達

■
北
海
道
知
事
表
彰

■
北
海
道
知
事
表
彰

【【
3030
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
３
分
団

第
３
分
団 

部
長
部
長

　
小
原
　
文
雄

　
小
原
　
文
雄 

さ
ん
さ
ん
（
入
舸
町
）

第
３
分
団

部
長

　
竹
谷
　
満
洋

　
竹
谷
　
満
洋 

さ
ん
（
入
舸
町
）

第
５
分
団

部
長

　

横
山

　
光
明

横
山

　
光
明 

さ
ん
（
野
塚
町
）

【【
2020
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
１
分
団

第
１
分
団 

副
分
団
長

副
分
団
長

　
八
戸

　
伸
幸

　
八
戸

　
伸
幸 

さ
ん
（
美
国
町
）

第
８
分
団

部
長

　
飯
田

　
浩
紀

　
飯
田

　
浩
紀 

さ
ん
（
余
別
町
）

第
２
分
団

班
長

　
加
藤

　
健
一

　
加
藤

　
健
一 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
２
分
団

班
長

　

加
藤
加
藤

孝
義
孝
義

さ
ん
さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
５
分
団

団
員

　

海
田

　
久
夫

海
田

　
久
夫

さ
ん
さ
ん
（
野
塚
町
）

【【
1010
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
６
分
団

第
６
分
団 

班
長
班
長

　
木
浪

　
耀
介

　
木
浪

　
耀
介 

さ
ん
（
来
岸
町
）

第
８
分
団

第
８
分
団 

団
員
団
員

　

中
畑

　
正
和

中
畑

　
正
和 

さ
ん
（
神
岬
町
）

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

【
特
別
功
績
章
】

【
特
別
功
績
章
】

第
７
分
団

第
７
分
団 

分
団
長

分
団
長

　
山
田
　
寿
弘

山
田
　
寿
弘 

さ
ん
さ
ん
（
余
別
町
）

【【
3030
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
７
分
団

第
７
分
団 

班
長
班
長

　

吉
田
　
恵
一

吉
田
　
恵
一 

さ
ん
（
余
別
町
）

【【
2020
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
２
分
団

第
２
分
団 

班
長
班
長

　
加
藤

　
健
一

　
加
藤

　
健
一 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
２
分
団

班
長

　
加
藤

　
孝
義

　
加
藤

　
孝
義 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
５
分
団

班
長

　
吉
田
　
幸
二

　
吉
田
　
幸
二 

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
７
分
団

班
長

　
角
田
　
拓
也

角
田
　
拓
也 

さ
ん
（
余
別
町
）

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

【【
4040
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
７
分
団

第
７
分
団 

分
団
長

分
団
長

　
山
田
　
寿
弘

山
田
　
寿
弘 

さ
ん
さ
ん
（
余
別
町
）

【【
3030
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
７
分
団

第
７
分
団 

班
長
班
長

　
吉
田

　
恵
一

吉
田

　
恵
一 

さ
ん
（
余
別
町
）

【【
2020
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
２
分
団

第
２
分
団 

班
長
班
長

　
加
藤

　
健
一

加
藤

　
健
一 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
２
分
団

第
２
分
団 

班
長
班
長

　

加
藤

　
孝
義

加
藤

　
孝
義 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
５
分
団

第
５
分
団 

班
長
班
長

　

吉
田

　
幸
二

吉
田

　
幸
二 

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
７
分
団

第
７
分
団 

班
長
班
長

　

角
田

　
拓
也

角
田

　
拓
也 

さ
ん
（
余
別
町
）

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

【
個
人
表
彰
】

日
司
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

日
司
女
性
防
火
ク
ラ
ブ 

前
会
長

前
会
長

　
三
上

　
三
重
子

　
三
上

　
三
重
子 

さ
ん
（
日
司
町
）

日
司
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

日
司
女
性
防
火
ク
ラ
ブ 

会
長
会
長

　
佐
藤

　
節
子

　
佐
藤

　
節
子 

さ
ん
（
日
司
町
）

▲放水訓練

▲訓練 礼式

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

News消防ニュース

Ｉ
Ｐ
電
話
の
取
扱
い

　

Ｉ
Ｐ
電
話
が
更
新
さ
れ
、

新
し
い
機
能
と
し
て
消
防
へ

の
ワ
ン
タ
ッ
チ
緊
急
連
絡
ボ

タ
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
が
、

最
近
、
消
防
へ
間
違
い
電
話

が
多
く
か
か
っ
て
き
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
の
操
作
時
に
間

違
っ
て
ボ
タ
ン
を
押
し
て
し
ま
っ

て
も
、
電
話
を
切
ら
ず
に
消
防
に

間
違
え
た
事
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

　
サ
イ
レ
ン

の
問
い
合
わ
せ

　
は
し
な
い
で
！

　

消
防
車
な
ど
の
サ
イ
レ
ン
音

を
聞
い
て
、
「
今
の
サ
イ
レ
ン
は

何
だ
？
」
「
ど
こ
が
火
事
だ
？
」

と
消
防
へ
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

初
動
の
対
応
や
関
係
機
関
へ
の

業
務
連
絡
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
。
非
常
災
害
時
に
は
、
Ｉ
Ｐ
放

送
等
で
災
害
の
発
生
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

”

”
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